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科) が「膵原発のsolitary fibrous tumor」を出題されまし
た．膵原発としては稀であり，最近検査件数が増加傾向に
ある膵EUS-FNA法にて採取された検体を用いた，疾患鑑
別のお手本となるご提示でした．2題目は，池田博子先生 
(金沢大学医学部附属病院病理部) が「甲状腺髄様癌」を提
示されました．細胞像からは，紡錘形を呈していたため，
臀部の軟部腫瘍の転移との鑑別が問題となりました．美
しい写真ともに解説を頂きました．3題目は林伸一先生 
(富山大学医学薬学研究部病理診断学講座) が「子宮頸部
扁平上皮癌の腹腔内播種」を出題されました．疾患が鑑別
疾患から漏れた場合の診断の難しさをわかりやすく教え
て頂きました．指定回答者として大西博人先生 (石川県
立中央病院)，清水雅彦先生 (富山県立中央病院)，針谷朋
美先生 (福井県立病院) からコメントを頂きました．
　最後になりましたが，当日は悪天候にもかかわらずご
来場をいただきました会員の方々にお礼を申し上げると
ともに，本学術集会をご支援くださいました金沢大学十
全医学会の皆様に深く感謝いたします．また，学会開催
にあたり快く座長や演題，出題をお引き受け頂きました
諸先生方，金沢大学附属病院病理部，金沢大学分子細胞病
理学のスタッフの方々には，心より感謝を申し上げます．
